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編集長から一言

　「INFOE読んでますよ！がんばってください。」と、5月の
教育フェアの会場で、お母さん方から声をかけられました。

　また、　13号のこの欄で私の入院の話をお読みになった、
かつてカウンセリングをさせていただいたお母さん、読者の

方、また友人から、数多くのお見舞いの言葉やメールを頂き

ました。ありがとうございます。

　このような、皆様のお声を励みに、これからもより良い情

報をお届けできるようがんばってまいりますので、ご支援を

よろしくお願いいたします。

　
　このように、本誌が続けられるのも、多くの皆様のサポー

ト、特に寄稿者のご協力があってこそです。

　その寄稿者に、本号から、4名の新人が加わりました。こ
の方達にご提供いただく新しい情報、新しい考え方・物の見

方は、お子様の教育に必ず役立つと信じています。

　また、新しい寄稿文のお蔭でページ数も増えました。「読む」

ことを中心とした、字数の多い紙面ですが、読者の皆様のお

役に立てば幸いです。

　　2007年 7月　　　　　　　　　　　　松本輝彦　

INFOEインフォー

第 15号をお届けします。

表紙の写真

未来へ続く「道」をテーマにしています。

今回は、NYマンハッタン島のハドソン川に架かる橋です。


